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2025年 4月 4日 

報道関係者各位 
慶應義塾大学 

 

慶應義塾ミュージアム・コモンズ展覧会（6/3～8/6） 

「夢みる！歌麿、謎めく？写楽－江戸のセンセーション」展開催 
 

蔦屋重三郎プロデュースの喜多川歌麿と東洲斎写楽を中心とした 

浮世絵作品約 100点を一挙に出陳！ 

 
 

経済学者でかつて慶應義塾の塾長（代理）を務めた高橋誠一郎が収集した、「高橋誠一郎 浮世絵

コレクション」を紹介する展覧会を開催いたします。 

高橋コレクションの公開普及事業として 2 回目の開催となる本展覧会では、江戸時代後期を代表

する浮世絵師、喜多川歌麿と東洲斎写楽の二人に着目しました。美人画の名手であった歌麿と、役

者絵で名を馳せた写楽の浮世絵を主役に、二人の版元・蔦屋重三郎の関連資料や、同時代に活躍し

た他の絵師たちの作品も併せて紹介します。 

また、今回は写楽の極めて貴重な浮世絵版画を借用し、高橋コレクションとともにじっくりと鑑

賞いただけるような空間を創出しています。美人画と役者絵の競演をお楽しみください。 

 

1．基本情報 

会期： 2025年 6月 3日（火）〜7月 2日（水）［前期］ 

7 月 7日（月）〜8月 6日（水）［後期］（前期後期ともに土日祝休館） 
特別開館：6月 21日（土）、7月 12日（土）、8月 2日（土） 

臨時休館：6月 23日（月）、7月 3日（木）、7月 4日（金） 

会場： 慶應義塾ミュージアム・コモンズ展示室（三田キャンパス 東別館） 

開館時間： 11:00〜18:00 

入場： 無料、予約不要 

詳細： https://kemco.keio.ac.jp/all-post/20250603/ 

※前期と後期の間に、一部作品の展示替えを行います。 

 
 

2．展覧会の概要 

 本展覧会は、慶應義塾が所蔵する高橋誠一郎浮世絵コレクションのなかから喜多川歌麿と東洲斎

写楽という二人の浮世絵師の魅力をお楽しみいただく企画展である。 

 歌麿と写楽。江戸時代後期の同じ時期を生きた彼ら浮世絵師たちのことを、我々はいったいどれ

くらい知っているのだろうか。両者の確実な接点、それは、彼らの版画を刊行したのが耕書堂・蔦

屋重三郎という江戸の版元、つまり往時の出版社兼書店の経営者である、という事実だ。 

 展示では、歌麿と写楽の作品に加え、彼らのライバルにあたる同時代の絵師たちの作品や、版元

蔦屋重三郎の仕事も並ぶ空間で、いわゆる寛政の改革を挟んだ前後の浮世絵画壇を紹介する。 

 うっとりするような歌麿による超絶の美人画に、うたかたの江戸美人たちの在りし日の姿を夢想

する。あるいは、度肝を抜く奇抜な面相で攻めぬいた写楽の役者絵に、隠された絵師本人の思いを

読み解きする。江戸の浮世絵を味わい、楽しみ尽くす時間に、ぜひともご来場の皆さまを誘いた

い、と願っている。 

 

https://kemco.keio.ac.jp/all-post/20250603/
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3．主な出品作品  

［1］ 喜多川歌麿画「婦人泊り客の図」江戸時代後期、大判錦絵三枚続（前期展示） 

［2］ 喜多川歌麿画「高島おひさ」江戸時代後期、大判錦絵（前期展示） 

［3］ 東洲斎写楽画「市川鰕蔵の竹村定之進」寛政 6 年（1794）、大判錦絵（後期展示） 

［4］ 東洲斎写楽画「三代目市川高麗蔵の志賀大七」寛政 6 年（1794）、大判錦絵（前期展示） 

［5］ 東洲斎写楽画「松本米三郎の化粧坂の少将実はしのぶ」寛政 6 年（1794）、大判錦絵（後期展示） 

 
*［1］［2］［3］は慶應義塾蔵 

*［4］［5］は個人蔵 
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4．関連プログラム  

展覧会に関連したプログラムを各種予定しています。 

詳細はウェブサイトをご覧ください。https://kemco.keio.ac.jp/all-post/20250603/ 

 

［ワークショップ］ 

・浮世絵を扱ってみよう！OBL（オブジェクト・ベースト・ラーニング）ワークショップ（仮称） 

8月 1日（金）①10:30～12:00／②13:00～14:30 

・留学生向けワークショップ（仮称） 

7月 15日（火）14:00～16:30 

  ※各回参加無料、事前予約制 

 

［ギャラリートーク］ 

・当館学芸員によるギャラリートークを行います。（入場無料、事前予約制） 

6月 25日（水）／7月 1日（火）／7月 18日（金）／8月 4日（月） 

各回 12:00～12:45 

 

 

5．同時開催  

展覧会名：ふとした点景 —— 岡崎和郎 

会期：［第三期］6 月 3日（火）〜8月 6日（水） 

会場：慶應義塾ミュージアム・コモンズ（三田キャンパス 東別館 2階 階段踊り場） 

 

「ふとした点景」とは階段の踊り場で展示されたオブジェクトと、それを含みこむ KeMCo の吹

き抜け空間の景色を指しています。展示室で行われる展覧会だけではお見せしきれない、大学の
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コレクションや学術資料に光を当てる企画です。2025 年は、現代美術家・岡崎和郎に焦点を当

てます。 

 

6．会場案内 

会場：慶應義塾ミュージアム・コモンズ 

住所：〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45 

慶應義塾大学三田キャンパス 東別館 

交通アクセス：田 町 駅（JR山手線／JR京浜東北線）徒歩 8分 

三 田 駅（都営地下鉄浅草線／都営地下鉄三田線）徒歩 7分 

赤羽橋駅（都営地下鉄大江戸線）徒歩 8分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．主催・運営  

主催：慶應義塾ミュージアム・コモンズ、慶應義塾大学三田メディアセンター 

協力：繭山龍泉堂  

 

 
※ご取材の際には、事前に下記までご一報くださいますようお願い申し上げます。 

※本リリースは文部科学記者会、各社教育部、文化部等に送信させていただいております。 

 

本発表資料のお問い合わせ先 

慶應義塾広報室（担当：寺西） 

TEL：03-5427-1541  FAX：03-5441-7640 

Email：m-pr@adst.keio.ac.jp     https://www.keio.ac.jp/ 

慶應義塾ミュージアム・コモンズ 
(三田キャンパス東別館)外観 

https://www.keio.ac.jp/

